
別表  出来形管理基準(森林作業道) 

 
（１）出来形管理基準一覧表 

 
           出  来  形  管  理  基  準  

 
            出来形管理方法 

 
 
 項    目 
 

 
 
     測 定 基 準 
 

 
 
  規 格 値 
 

 
 
 出来形図 
 

 
  出来高 
 
  計算書 

 
  出来形 
 
  成果表 

 
 延    長 
 
 

 
全測点 
 
(コンパス測量) 

 
測点間距離 
 
  ± 20cm 

 
 
野帳に記入し測量図、成果表を作

成 
 

 
 
 幅    員 
 

 
施工延長100ｍにつき１

箇所 
（100ｍ以下は２箇所） 

 
設計値以上 
 
 
 

 
野帳に記入または出来形成果表を

作成 

 
 縦断勾配 
 

 

施工延長50ｍにつき１箇

所 

 

 

 

滋賀県森林

作業道作設

指針による 

 

 
野帳に記入または出来形成果表を

作成 
 

 
丸太横断溝 

 
 

 

全箇所 

 

 

設計値以上 

 

出来形成果表、設置位置図を作成 

 ※延長の出来形管理にあたっては、作設箇所の地山勾配を測定し、緩（ 0～20°）、中（20

～30°）、急（30°以上）の傾斜区分で各延長を管理すること。なお、地山勾配の測定

方法・測定基準等については、監督職員と別途協議すること。  

 

 

（２）出来形管理写真撮影箇所一覧表 

 
 

 
       出  来  形  管  理  写  真 

 
  工  種 

 
  種  別 

 
 撮影項目 

 
 撮影時期 

 
    撮 影 頻 度 

 
 撮影場所 

 
 
 土 工 
 
 
 
 

 
 

 盛 土   

   
 
 
 

 
床堀基礎 
第1回転圧 

 
施工中 
施工中 

 
施工延長200mにつき1

箇所 

 
遠景および近

景 
 

 
路体状況 
 
 

 
施工後 

 
 

 
施工延長200mにつき1箇所

(200m以下は2箇所) 

 
 
 
 

 

簡易構造物 
 

 

丸太横断溝 
 

 
設置状況 

 
施工中 

 

全箇所 

 

 


